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戦
前
の
高
尾
山

冬
と
夏
の
風
物
詩あたか

練
馬
区

安

宅

達

利

｢
冬
の
風
物
詩

｢高
尾
山
頂
の
ス
キ
ー
場
｣

今
年
は
明
治
四
四
年
(
一
九

一

一
)
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ル
ヒ
少

佐
が
日
本
に
ス
キ
ー
を
伝
え
て
一

〇
〇
年
に
当
た
り
､
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
の
行
事
が
行
な

わ
れ
て
い
る
｡
ス
キ
ー
は
戦
前
､
深

雪
の
中
や
険
し
い
坂
で
も
容
易
に

踏
破
で
き
る
特
性
か
ら
体
育
向
上

や
軍
事
的
に
も
推
奨
さ
れ
､
急
速

に
普
及
し
て
い
っ
た
｡
そ
し
て
早
く

も
､
昭
和
三
年
二
九
二
八
)の
第
二

回
冬
季
五
輪
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
大
会

に
は
､
日
本
か
ら
ス
キ
ー
競
技
に
｣ハ

人
の
選
手
が
参
加
す
る
ま
で
に
至

る
｡と
こ
ろ
で
首
都
圏
の
ス
キ
ー
場

と
い
え
ば
'
今
は
所
沢
市
の
狭
山
ス

キ
ー
場
(昭
和
三
四
年
開
業
)
が
有

名
で
あ
る
が
､
同
ス
キ
ー
場
開
設
の

は
る
か
以
前
､
昭
和
初
期
に
高
尾

山
頂
が
ス
キ
ー
場
と
し
て
東
京
近

郊
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
一役
買
っ
て
い

た
の
で
あ
る
｡
当
時
の
高
尾
山
頂
付

近
は
樹
木
に
囲
ま
れ
た
現
在
と
は

違
い
､
か
な
り
の
部
分
が
す
す
き
の

原
野
で
あ
っ
た
｡
特
に
山
頂
西
側
の

奥
高
尾
縦
走
路
方
面
は
降
雪
時
に

は
恰
好
の
ゲ
レ
ン
デ
と
な
り
､
地
元

の
浅
川
町
や
青
年
団
の
人
達
に
よ

り
昭
和
五
年
頃
か
ら
ス
キ
ー
場
と

し
て
開
発
さ
れ
だ
し
た
｡

ス
キ
ー
場
は
'
薬
王
院
や
地
元

の
人
達
の
宣
伝
と
ス
キ
ー
場
へ
の

道
の
大
幅
拡
幅
等
の
献
身
的
な
整

備
努
力
に
よ
り
､
開
設
ま
も
な
い

頃
か
ら
大
手
新
聞
に
も
し
ば
し
ば

紹
介
さ
れ
､
東
京
よ
り
至
近
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
ス
キ
ー
愛
好
家

の
注
目
を
集
め
て
い
た
｡
(な
お
昭

和
二
年
に
開
通
し
た
高
尾
山
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
も
ス
キ
ー
客
の
便
に
い

た
っ
て
効
果
が
あ
っ
た
｡)

特
に
昭
和
七
年
暮
～
八
年
初
頭

は
多
雪
の
日
が
多
く
､
ス
キ
ー
ヤ
ー

で
賑
わ
っ
た
｡
当
時
の
読
売
新
聞
三

多
摩
版
の
記
事
か
ら
そ
の
状
況
を

見
て
み
た
い
｡
｢高
尾
山
上
積
雪
約

三
〇
セ
ン
チ
､
昨
夜
か
ら
今
朝
に

か

け
各
地
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
詰
め
か

け
大
賑
わ
い
｡
浅
川
町
青
年
団
で

は
総
出
で
麦
湯
の
接
待
を
計
画
｡
｣

(昭
和
八
年

一
月

一
八
日
付
)
'
｢
一

昨
日
の
高
尾
山
上
積
雪
約
三
〇
セ

ン
チ
､
東
京
方
面
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
大

喜
び
で
大
賑
わ
い
を
呈
す
｡
東
京
の

二
(壁
?
)
葉
女
学
校
生
徒
二
十
余

名
の
ス
キ
ー
姿
も
｡｣
(同
年

一
月
二

四
日
付
)
'
｢昨
日
朝
よ
り
降
雪
あ

り
｡
高
尾
山
上
は
大
人
や
子
供
の

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
大
賑
わ
い
｡｣
(同
年

二
月
一
八
日
付
)0

高
尾
山
頂
の
ス
キ
ー
場
は
､
冬

晴
れ
の
も
と
正
面
に
富
士
山
と
丹

沢
の
山
々
を
望
む
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う

な
コ
ー
ス
が
展
開
し
'
昭
和
一〇
年

頃
ま
で
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
声

が
響
い
て
い
た
が
､
折
か
ら
の
戦
局

の
激
化
に
よ
り
'
こ
う
し
た
姿
も

徐
々
に
影
を
ひ
そ
め
て
い
っ
た
｡

二
､
夏
の
風
物
詩

｢高
尾
山
納
涼
の
夕
べ
｣

現
在
の
高
尾
山
の
夏
の
風
物
詩

と
い
え
ば
､
山
上
か
ら
眺
め
る
眼

下
の
素
晴
ら
し
い
夜
景
と
と
も
に

楽
し
む
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
は
必
ず
そ

の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
が
､
昭
和
初

期
に
も
そ
の
原
点
と
も
言
う
べ
き

｢高
尾
山
納
涼
の
夕
べ
｣
が
開
催
さ

れ
'
長
引
く
経
済
不
況
下
の
人
々

に
元
気
を
与
え
て
い
た
｡

そ
の
状
況
を
当
時
の
読
売
新
聞

雪

･待
ち

構
(た

ス
キ

ーヤ
ー

俄

然古鳥山は
大
娠
ひ

<¶㌣刑
部

は
甘

言針糖の苛が廿

二円汀
牛に
紫
り

野草､緊
ij

は八
九心に
耕
し
た

ので射ち稚(た

∫.¶.

男
万
病の
ス

キ
ー

ヤーはi<邸ひi<

軒
舵か.r
粁

仙

渥塩にかけてi<

限ひ
を宮し
た
が
彬

に射竺掛震

即鮮
ごま
附
打

r?

Kで準か八日

斗点
いた【
屯

のほ
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高尾山頂スキー場の状況を伝える新聞記事

(『読売新聞』三多摩版 昭和8年1月24日付)
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三
多
摩
･埼
玉
版
は
次
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
｡
｢(昭
和
五
年
の
)
『高

尾
山
納
涼
の
夕
べ
』
は
高
尾
登
山

鉄
道
(ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
会
社
)
･武

蔵
中
央
電
気
鉄
道
(八
王
子
市
内

と
高
尾
山
を
つ
な
ぐ
市
街
電
車
)

等
の
主
催
に
よ
り
八
月
中
の
毎
週

日
曜
日
開
催
｡
今
度
の
八
月
十
日

の
日
曜
日
は
余
興
と
し
て
宝
さ
が

し
･高
尾
踊
り
･筑
前
琵
琶
演
奏
･

浪
花
節
等
が
行
な
わ
れ
､
開
催
当

日
､
上
記
二
社
は
運
賃
を
半
額
に

し
て
来
場
を
応
援
｡｣

ま
た
､
昭
和
七
年
(
一
九
≡
二
)

八
月
六
日
の
｢高
尾
山
納
涼
の
夕
..()

で
は
'
高
尾
山
上
に
川
越
市
の
青

年
達
に
よ
る
盆
踊
り
や
太
神
楽
が

さ
れ
て
い
た
が
､
昭
和
二
九
年
(
一

九
五
四
)
に
見
事
に
復
活
し
た
｡

『高
尾
登
山
電
鉄
復
活
三
〇
年

史
』
に
よ
れ
ば
､
同
年
八
月

一
日
に

第
1
回
｢高
尾
山
納
涼
映
画
の
夕
べ
J

が
実
施
さ
れ
､
好
評
に
よ
り
同
月

の
毎
週
末
開
催
さ
れ
た
｡
高
尾
登

山
電
鉄
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
も
夜
十

時
ま
で
運
転
時
間
を
延
長
し
当
日

の
旅
客
輸
送
に
応
え
て
い
る
｡

翌
三
〇
年
七
月
二
五
日
の
第
二

回
に
は

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
軽
苦
楽
演

奏
も
行
な
わ
れ
'
高
尾
山
上
で
の

夕
涼
み
に
華
を
添
え
た
｡
さ
ら
に

三
二
年
に
は
｢高
尾
山
納
涼
の
夕
べ
J

の
ネ
ー
ミ
ン
グ

も
復
活
二

流
歌
手

を
招
い
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
素
人
の

繰
り
広
げ
ら
れ
た
｡
こ

の
頃
の
｢高
尾
山
納
涼

の
夕
べ
｣
は
､
地
元
郷
土

芸
能
の
出
演
を
中
心

と
し
て
薬
王
院
や
地

元
の
方
々
が
一体
と
な

り
手
作
り
で
実
行
さ

れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ

り
'
ま
た
人
々
の
手
軽

に
納
涼
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
と
高
尾

山
の
自
然
と
が
マ
ッ
チ

し
た
好
企
画
で
あ
っ
た
｡

そ
の
後
､
こ
の
企
画
は

戦
中
･戦
後
の
混
乱
の

中
で
し
ば
ら
く
中
断

｢高尾山納涼の夕べ｣(昭和30年代頃)

(『高尾登山電鉄 復活30年史』より)

ど
自
慢
大
会
も
開
催
さ
れ
始
め
る
｡

『高
尾
山
報
』
の
創
刊
の
月
､
昭

和
三
四
年
八
月
に
は
｢高
尾
山
納

涼
の
夕
べ
｣
第

1
夜
と
し
て
コ
ロ
ム

ビ
ア
･
ロ
ー
ズ
シ
ョ
ー
､
第
二
夜
は

青
木
光

一
(現
在
･
日
本
歌
手
協
会

名
誉
会
長
)
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
､
毎

回
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
観
客
が

詰
め
か
け
た
｡
翌
年
七
月
三
一
日
の

｢高
尾
山
納
涼
の
夕
べ
｣
に
は
歌
手

春
日
八
郎
(昭
和
最
大
の
ヒ
ッ
ト
曲

｢お
富
さ
ん
｣
の
歌
手
)
が
出
演
､
高

尾
山
の
夏
の
呼
び
物
行
事
と
し
て

地
元
は
も
と
よ
り
東
京
近
辺
の

人
々
に
と
っ
て
夏
の
風
物
詩
と
し

て
定
着
し
て
い
っ
た
｡

高
尾
山
報
助
成
金
志
納
者
御
芳
名

川

越

市

小

平

市

所

沢

市

八
王
子
市

日

野

市

館

林

市

八
王
子
市

秩

父

部

大

田

市

八
王
子
市

荻

窪

一

郎

渡

辺

正

一

木

下

幸

二

谷

合

高

道

瀬

沼

和

重

天

田

清

野

糸

井

千
鶴
子

田

村

亥

一

㈲
サ
ン

フ
ァ
ミ

リ
ー
企
画

内

海

武

芳

高

野

さ
き
子

小

池

ま
り
子

(順
不
同

･
敬
称
略
)

徽
葛
遵
印

M
壇

句

･
-

秀
文

㊨
野
や
山
を
触
郵
厳
し
修
行
日
々

大
学
入
学
後
､
ひ
と
り
の
沙
門
に
出
会
い
虚
空
蔵
求
聞
持
法
の

伝
授
を
受
け
る
｡
私
度
僧
と
な
り
､
山
岳
行
者
に
な
り
修
行
を
続

け
る
｡
求
聞
持
法

･
断
食

･
崖
か
ら
身
を
投
げ
る
捨
身
の
行
を
し

た
と
言
う
｡
空
海
の
姿
は
'
乞
食
も
顔
を
そ
む
け
る
い
で
た
ち
で

あ
っ
た
と
言
う
｡

｢山
岳
行
者
の
行
く
と
こ
ろ
鉱
山
あ
り
｣
空
海
の
修
行
の
足
跡

は
と
り
わ
け
水
銀
と
密
接
に
か
か
わ

っ
て
い
る
｡
水
銀
は
薬
用
､

せ
い
れ
ん

地
金
の
精
錬
や
寺
院
の
彩
色

(丹
塗
り
)
に
使
わ
れ
た
｡


